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研究実績の概要  

本 研 究 は 49人 の 学 部 を 越 え た 学 際 的 な 研 究 組 織 （ 2班 8グ ル ー プ ） を 構 成 し 、 大 都 市 社 会

の 安 全 ・ 健 康 ・ 快 適 ・ 利 便 に 関 わ る Ｑ Ｏ Ｌ （ 生 活 の 総 合 的 な 質 ） の 向 上 に 果 た す 規 程 要 因

の 解 明 と Ｑ Ｏ Ｌ 向 上 の 政 策 的 技 術 的 ア プ ロ ー チ の 提 案 を め ざ し た 。  

（ １ ） こ の 目 的 に 対 し て 当 該 年 度 で は 以 下 の 研 究 を 進 め て き た 。  

「 社 会 環 境 か ら の Ｑ Ｏ Ｌ 向 上 」 に 関 す る 研 究 で は 、 ① 大 都 市 の コ ミ ュ ニ テ ィ レ ベ ル で の

Ｑ Ｏ Ｌ に 関 し て 、 社 会 階 層 構 造 ・ 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク ・ コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 過 程 か ら の 分

析 と と も に 、 住 民 の 地 域 活 動 の 実 態 分 析 か ら 活 動 拠 点 で あ る コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 配 置 モ デ ル

の 構 築 を め ざ し た 。 ② 都 市 ガ バ ナ ン ス の 再 編 問 題 の 視 点 か ら は 地 域 福 祉 計 画 の 策 定 過 程 と

住 民 協 働 で 取 り 組 む 街 づ く り 条 例 の 策 定 課 程 尾 の 実 践 的 研 究 を 進 め た 。 ③ 生 活 空 間 か ら の

Ｑ Ｏ Ｌ 研 究 と し て は 市 街 地 景 観 の 視 点 場 に よ る 評 価 の 違 い を 実 証 す る と と も に 、 ④ 都 市 環

境 マ ネ ジ メ ン ト で は 、 廃 棄 物 処 理 の 有 料 化 制 度 の 効 果 に 関 す る 研 究 の 着 手 し 、 制 度 実 施 に

あ た っ て の 課 題 を 明 ら か に し た 。  

「 都 市 の 安 全 健 康 か ら の Ｑ Ｏ Ｌ 向 上 」 に 関 す る 研 究 で は 、 ⑤ 災 害 に 強 い 都 市 づ く り を め

ざ す 都 市 防 災 研 級 で は 、 内 閣 府 ・ 東 京 都 の 研 究 に 参 加 し つ つ 直 下 地 震 の 被 害 想 定 と そ れ に

対 す る 防 災 対 策 の 体 系 化 を 進 め る と と も に 、 都 市 復 興 問 題 へ の 実 践 的 な 研 究 も 進 め た 。 ⑥

災 害 時 の 弱 者 支 援 研 究 と し て 、 中 越 地 震 の 事 例 研 究 か ら 、 感 染 症 問 題 や 高 齢 者 対 応 な ど 新

し い 時 代 の 課 題 を 論 考 す る と と も に 、 Ｉ Ｔ に よ る 支 援 技 術 に つ い て 実 証 的 取 り 組 み を 始 め

た 。 ⑦ 交 通 モ ビ リ テ ィ の 向 上 を め ざ す 研 究 で は 、 大 都 市 及 び 過 疎 地 域 で の 高 齢 者 を 対 象 と

す る 交 通 Ｑ Ｏ Ｌ の 比 較 研 究 に 着 手 し た 。 ⑧ 生 活 ・ 健 康 水 準 か ら の Ｑ Ｏ Ｌ 研 究 で は 、 多 摩 市

で の デ ー タ か ら 長 寿 化 へ の 主 観 的 健 康 観 の 効 果 を 実 証 し 、 外 国 と の 比 較 を 念 頭 に メ ン タ ル

ヘ ル ス の 研 究 を 進 め た 。  

（ ２ ） 社 会 科 学 と 工 学 か ら の 取 り 組 み と な る こ の 研 究 で は 、 理 学 的 研 究 と は 異 な り 、 単 年

度 研 究 で 大 発 見 と い う 成 果 は 期 待 で き な い が 、 こ れ ま で の 研 究 の 蓄 積 の 上 に 、 成 果 を 積 み

重 ね て き て い る こ と は 、 自 己 評 価 下 欄 も 明 ら か で あ る 。  

（ ３ ） 大 学 の 競 争 力 と し て は 、 ① コ ミ ュ ニ テ ィ 研 究 、 ④ 廃 棄 物 研 究 、 ⑤ 都 市 復 興 研 究 、 ⑦

交 通 モ ビ リ テ ィ 研 究 、 ⑧ 健 康 水 準 研 究 で は 、 評 価 さ れ て い る 。 特 に ⑤ で は 受 賞 し て い る 。

 （ ４ ） 本 研 究 は 、 学 際 研 究 を め ざ し て 49人 の 参 加 者 に 対 し て 1200万 円 の 研 究 費 で は 、 十 分

な 研 究 の 配 分 と は な ら ず 、 ほ ぼ 住 め て の 研 究 が 、 他 の 研 究 費 研 究 と 重 複 さ せ て 行 わ ざ る を

得 な か っ た 。 そ の 結 果 、 本 研 究 に 参 加 し つ つ も 研 究 費 を 返 上 さ れ た 研 究 者 も あ っ た 。  

 （ ５ ） 研 究 成 果 の 公 表 で は 、 学 生 性 を め ざ し て 公 開 研 究 会 を ７ 回 開 催 し た が 、 多 忙 な 研 究

者 が 多 く 、 研 究 者 の 参 加 は 少 な か っ た 。 個 別 に は ｓ 、 学 会 発 表 な ど を 進 め て い る が 、 当 該

エ ン ド の 成 果 は 翌 年 度 の 学 会 で の 公 表 も 含 め て 、 今 後 も 展 開 さ れ よ う 。  
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2005 Health Sciences, 星旦二、山本千紗子 在宅高齢者の知的能動性低下に関する家

族の受け止め方－地方10町村調査と都市

部T市調査による比較－ 

 Vol.21(3) pp.303-315.  

   

    

2005 健康教育学会,Vol.55(1)

pp.25-29. 

星 旦二 生活満足度規定要因 

   

    

2005 日 本 公 衆 衛 生 学 会 , 

Vol.55(1) pp.25-29. 

星 旦二 在宅高齢者の外出規定要因 

   

    

2005 New challenges of 

Health Promotion 

Activities in Korea,

Korean society for 

health education and

promotion. pp.57-88. 

Tanji Hoshi Healthy Japan 21- objectives and 

strategies.   

   

   

   

   

    

2005 New challenges of 

Health Promotion 

Activities in Korea,

Korean society for 

health education and 

promotion :pp.199-230. 

Tanji Hoshi Japanese case of community 

partnership for healthy city   

  Projects. 

   

   

   

    

2005 International Journal 

of Urban Sciences. 

Toshihiko 

Takahashi, Takashi 

Hasegawa and Tanji 

Hoshi 

Self-rated Health and Social Factors 

in the Urban Japanese A study of 

Structural Equetion Modeling(SEM) 

 

  Vol.9(2), pp.67-77. 

   

    

2005 健 康 科 学 学 会 誌 .

Vol.20(3) pp.265-273 

星旦二、栗森須賀子 IADLの自立した在宅高齢者の主観的幸福

感と生活満足度の関連要因の検討   

    

2006.3 日 本 建 築 学 会 関 東 支 部

「 研 究 報 告 集 Ⅱ 」 ，

pp.97-100， 

竹宮健司、横田、角

田、吉川、倉斗 
既存ストック活用によるコミュニティス

ペースの再編成手法に関する研究 多摩

市公共施設におけるケーススタディ 
 

  
    
英国の小児ホスピスにおける療養環境の

現況 
竹宮健司 2005 第６回子どもの療養環境

研究発表会,pp.9-11   
    
集合住宅団地の高齢化および高齢者の生

活行動と住棟環境との関連について－多

摩ニュータウン諏訪・永山地区における

ケースステディ－ 

竹宮健司、佐藤広明 日 本 建 築 学 会 関 東 支 部

「 研 究 報 告 集 Ⅱ 」 ，
pp.17-20, 

2005 
  
  

   
   2005 
住宅改修型宅老所における利用者の生活

展開に関する考察－Ｙ宅老所におけるケ

ーススタディ－ 

日 本 建 築 学 会 関 東 支 部

「 研 究 報 告 集 Ⅱ 」 ，
pp.5-8,  

竹宮健司、北村道一  
  
  

   2005 
日本バイオセーフティー

学会 
東京都における感染性微生物の封じ込め

状況調査 
菅又昌実他4名  
  

  



菅又昌実他3名 日常生活必需品の開封についての問題点

及び開封に関わる手指握力の加齢、身体

障害程度による変化 

日本バイオメカニズム学

会 

2005 

  

   

    

菅又昌実、山折潤子 出生季節から見た年齢別手指握力につい

て 

日本衛生学会 2005 

   

    

菅又昌実他3名 少子化の背景に生物学的因子の影響はな

いのか 

日本衛生学会 2005 

   

菅又昌実、 身体障害者、及び高齢者を含む年齢別健

常者における手指握力の調査 

日本衛生学会 2005 

山折潤子   

    

菅 又 昌 実 、 中 林 一

樹、他5名 

大規模災害を想定した東京都の病院、医

科学研究系施設における感染性微生物の

封じ込め状況調査 

平成15－17年度科学研究

費補助金基盤研究Ｂ成果

報告書 pp.1-13 

2006･3 

 

  

    

菅又昌実、他3名 大規模災害を想定した健康・災害弱者に

おける日常生活必需品使用時の利便性向

上のための基本調査 

平成15－17年度科学研究

費補助金基盤研究Ｂ成果

報告書 pp.14-24 

2006.3 

  

  

    

菅又昌実、他3名 大規模自然災害時における衛生水準の低

下と二次災害としての感染症発生につい

て－特に飲料水の安全性確保の重要性に

ついて 

平成15－17年度科学研究

費補助金基盤研究Ｂ成果

報告書 pp.25-34 

2006.3 

  

  

   

菅又昌実 衛生学から見た旅行医学の現状 クリンネス 1-6 2005 

    

菅又昌実 インドネシア共和国西ジャワ州山岳住民

集落における衛生水準の基本調査 

バイオメディカルサイエ

ン ス 研 究 会 会 誌  17(2)

pp.27-31 

2005 

  

   

    
rdOsamu Nitta, Kazuo 

Nakajima, et al 

The relationships of family need of 

mothers of schoolaged children with 

cerebral palsy to parenting strain 

and mental health 

3 World congress of 

the International 

Society of Physical 

and Rehabilitation 

Medicine 

2005 

 

  

  

   

    

新田 收、他４名 起立支援型手すりが起立時身体負荷にお

よぼす影響 

第26回 バイオメカニズ

ム学術講演会 

2005 

  

    

新田 收、他４名 避難所生活に対する不安感と住民属性の

関係 

総合都市研究(85) 2005 

   

   
理学療法ジャーナル 白坂史樹，新田 收 学齢脳性麻痺児母親における腰痛発生要

因の検討 

2005 
   
    
日本建築学会計画系論文

集，No.600, pp9-16 
上野 淳、加藤田歌 団地住宅における高齢者居住の様態と居

住環境整備条件について－多摩ニュータ

ウン団地居住高齢者の生活像と居住環境

整備条件に関する研究－その１ 

 

松本真澄 2006.02

.   
   
    
鹿島出版会（全178頁） 上野 淳 高齢社会に生きる 住み続けられる施設

と街のデザイン 

2005.10
   
    
日 本 建 築 学 会 技 術 報 告

集，No.22，pp409-414 
上野淳、坊上南海子

山田あすか 

多摩市における高齢者デイサービスセン

ターの運営プログラム・活動の実態と利

用構造 

2005.12

 
   
    
日 本 建 築 学 会 技 術 報 告

集，No.21． pp249-254 
上野 淳（斉藤 潔） 東京都における公立小中学校と地域公共施設

との複合化事例における建築概要に関する実態

調査 

2005.06
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24 秋山哲男 都市環境学部　建築都市コース 教授
25 　星　旦二 都市環境学部 建築都市コース 教授
26 市古　太郎 都市環境学部 建築都市コース 研究員
27 鈴木　浩平 都市教養学部 理工学系 機械工学コース 教授
28 岩楯　敞広 都市環境学部 都市基盤環境コース 教授
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33 高見　淳史 都市環境学部 都市基盤環境コース 研究員
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35 西川　孝夫 都市環境学部 建築都市コース 教授
36 上野　　淳 都市環境学部 建築都市コース 教授
37 竹宮　健司 都市環境学部 建築都市コース 准教授
38 饗庭　　伸 都市環境学部 建築都市コース 研究員
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43 河原加代子 健康福祉学部 教授
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47 石川　尚子 短期大学 助教授
48 和田　清美 都市教養学部 人文・社会系 社会学コース 准教授
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